
１

○
会　
　

長　

堀
田　

義
博

○
副

会

長　

戸
張　

寿
雄

○
副

会

長　

柳　
　
　

章

○
事
務
局
長　

庄
司　

隆
男

○
会　
　

計　

戸
枝　
　

章

○
会
計
監
査　

岩
渕　

勝
美

○
会
計
監
査　

山
岸　

治
美

○
幹　
　

事　

古
口　

寿
一

○
幹　
　

事　

馬
鳥　

宣
明

○
幹　
　

事　

渡
辺　

正
勝

○
幹　
　

事　

吉
田　
　

清

○
幹　
　

事　

植
草　

嘉
継

今
年
の
夢

猿
に
は
「
あ
さ
は
か
」

と
い
う
比
喩
が
つ
き
ま

と
い
ま
す
が
、
猿
の
特
技
は
反
省

で
き
る
こ
と
。
知
恵
を
働
か
せ
・
・
・
・

●
退
職
者
会
の
会
員
倍
増

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
改
善

●
東
京
清
掃
の
闘
い
前
進

●
非
正
規
差
別
の
廃
止
と
全
て
の

労
働
争
議
の
勝
利
的
解
決

●
脱
原
発
、
核
廃
絶
と
基
地
撤
去

●
戦
争
法
廃
止
と
安
倍
内
閣
退
陣

　

今
年
も
、「
現
・
退
一
致
」
の
取

組
み
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

浜離宮庭園にて /2014 年４月お花見ウォーク

明けましておめでとう
ございます

２０１6年

清水公園「花ファンタジア」にて
（2015 年４月お花見ウォーク）

清　友 No. 77
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東京清掃労働組合退職者会機関紙

御坂黒岳より河口湖越しに
（今年は雪が少ない）
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会
員
な
ら
び
に
家
族
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
安
倍
政
治
と
の
対
決

に
明
け
、
暮
れ
ま
し
た
。
戦
争
法

は
強
行
採
決
さ
れ
、
労
働
者
派
遣

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
な
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
安
全
保
障
関
連
法
案
」

の
強
行
採
決
、
原
発
再
稼
動
、
労

働
法
制
改
悪
と
市
民
の
生
活
と
生

命
を
軽
視
し
た
政
治
を
進
め
る
安

法
も
改
悪
さ
れ
ま
し
た
が
、
連
日

国
会
前
に
押
し
か
け
た
市
民
・
労

働
者
・
学
生
の
自
発
的
運
動
は
、

60
年
安
保
闘
争
に
も
匹
敵
す
る
盛

り
上
が
り
を
み
せ
、「
国
会
前
に
民

主
主
義
が
あ
る
」
情
況
を
つ
く
り

出
し
ま
し
た
。
そ
の
一
翼
を
退
職

者
会
が
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
、
依
然

高
い
支
持
率
を
保
持
し
て
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
評
価
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
、
社
会
保
障
や
教
育
に
使
う
べ

き
税
金
を
大
企
業
の
儲
け
と
株
の

配
当
に
回
す
こ
と
で
成
長
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
経
済

政
策
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
国
民
が
だ

ま
さ
れ
て
い
る
間
に
、
安
倍
政
権

は
「
戦
争
の
で
き
る
国
」
の
実
態

化
や
社
会
保
障
の
切
捨
て
を
進
め

て
く
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
何
と

し
て
も
、
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
、
退
職
者
・
高
齢
者
の

運
動
と
と
も
に
、
反
戦
平
和
、
脱

原
発
な
ど
市
民
的
課
題
や
、
非
正

規
・
労
働
争
議
支
援
の
取
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
現
・

退
一
致
」
の
立
場
か
ら
、
現
役
世

代
の
応
援
団
と
し
て
東
京
清
掃
と

の
協
力
を
よ
り
一
層
強
め
ま
す
。

　

昨
年
、
最
長
老
の
石
川
幸
男
さ

ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
改
め
て

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
年
も
会
員
が
仲
良
く
楽
し
め

る
行
事
を
企
画
し
、
幹
事
一
同
、

会
の
強
化
に
邁
進
し
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

部
政
権
と
の
闘
い
の
一
年
で
し
た
。

「
戦
争
の
で
き
る
国
」
に
向
け
暴
走

を
続
け
る
安
倍
政
権
に
抗
し
、
国

会
で
は
連
日
多
く
の
労
働
者
・
市

民
が
集
ま
り
反
対
の
声
を
上
げ
続

け
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
、「
清
掃

退
職
者
会
」
の
旗
が
必
ず
翻
っ
て

い
ま
し
た
。「
反
戦
・
平
和
」「
人
権
」

「
社
会
保
障
」
な
ど
生
活
と
生
命
を

守
る
闘
い
に
奮
闘
さ
れ
る
退
職
者

会
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
あ
ら
た
め

て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
清
掃
は
、
昨
年
の
定
期
大

会
に
お
い
て
、
変
化
す
る
清
掃
事

業
や
、
厳
し
く
な
る
労
働
組
合
を

取
巻
く
環
境
に
対
応
し
、
職
場
、

地
域
で
の
運
動
の
強
化
、
人
材
の

育
成
を
図
る
た
め
の
新
た
な
体
制

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
体
制
の
も
と
で
闘
わ
れ
た
昨

年
の
確
定
闘
争
は
、
地
方
自
治
を

否
定
す
る
国
の
強
い
圧
力
の
な
か

で
の
厳
し
い
闘
い
に
な
り
ま
し
た
。

決
し
て
満
足
の
い
く
結
果
を
得
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

東
京
清
掃
が
一
丸
と
な
っ
て
闘
っ

た
こ
と
に
よ
り
２
年
続
け
て
切
替

調
整
の
見
直
し
を
実
現
し
、
多
く

の
組
合
員
の
昇
給
停
止
措
置
を
解

除
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
の

年
で
す
。
格
差
を
拡
大
し
、
生
活

と
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
安
倍
政

権
の
政
治
か
ら
、
安
心
し
て
働
き
、

生
活
の
で
き
る
政
治
に
変
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
退
職
者
会
の
皆
様

と
ご
家
族
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

新
た
な
体
制
の
も
と

　

運
動
の
強
化
を
！

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

桐　
田　

達　
也

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　
　

堀　
田　

義　
博

「
現
・
退
一
致
」
の
運
動
で

　

安
倍
を
退
陣
へ
！
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新春の集い
●日　時　１月30日（土）

　12 時 30 分集合
　12 時 45 分開催

●場　所　小石川後楽園涵徳亭
●会　費　3,500 円
※参加連絡はまだ間に合います。

演芸を楽しむ会
●日　時　３月17日（木）

　12 時 15 分集合
　13 時開演

●出し物　国立演芸場３月中席
●会　費　弁当付 2,000 円
　　　　　65 歳未満 2,500 円
●募　集　２月の定例連絡で実施

安心総合共済
加入の相談は退職者会へ

　全日本自治体退職者会が取り
扱う会員向けの損害保険「安心
総合共済」は、「傷害事故」「賠
償事故」「携行品損害」「預かり
品賠償責任」を対象とする損害
保険商品の中でも、
①掛金が安い（割引率最高レベル）
②加入にあたり年齢制限なし
③医師の審査不要（がん補償を除く）
などメリット一杯です。
　機関紙 12 月号の封筒に「安
心総合共済リーフレット」を入
れておきました。旅行保険・ゴ
ルフ保険の要素もありますので、
加入を検討してみてください。
　加入の相談は清掃退職者会へ。

　

23
区
清
掃
事
業
は
、
車
付
雇
上

等
実
質
的
委
託
化
に
よ
り
公
共
性

が
問
わ
れ
か
ね
な
い
事
態
を
招
い

て
い
ま
す
が
、
清
掃
下
請
会
社
で

は
、
不
安
定
雇
用
が
拡
大
し
続
け
、

偽
装
労
働
者
供
給
事
業
を
行
っ
て

い
る
昭
和
運
輸
で
、
自
治
労
公
共

サ
ー
ビ
ス
清
掃
労
組
昭
和
支
部
組

合
員
３
名
（
労
働
者
供
給
事
業
労

働
者
）
が
不
当
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
運
輸
は
、
富
士
運
輸
、
み

や
こ
清
掃
と
共
謀
し
、
御
用
組
合

を
解
体
し
て
合
同
労
組
を
結
成
、

労
使
癒
着
の
も
と
、
労
働
者
供
給

事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
労
働

を
狙
い
３
人
が
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。

　

13
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
解
雇

撤
回
裁
判
を
前
進
さ
せ
、
法
廷
闘

争
と
連
動
し
た
闘
い
を
強
化
す
る

た
め
、
自
治
労
東
京
、
東
京
清
掃
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
清
掃
労
組
を
軸
に

支
援
共
闘
会
議
を
結
成
す
る
こ
と

に
な
り
、
12
月
13
日
に
清
掃
会
館

で
結
成
総
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　

支
援
共
闘
議
長
に
は
自
治
労
東

京
で
民
間
・
下
請
の
組
織
化
を
担

当
し
た
清
掃
退
職
者
会
会
員
の
宮

本
恒
雄
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

退
職
者
会
と
し
て
も
支
援
の
取
組

み
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

者
供
給
事
業
は
、
強
制
労
働

と
ピ
ン
は
ね
防
止
の
た
め
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
労
働

組
合
は
民
主
的
運
営
が
可
能

と
、
労
供
事
業
を
許
可
さ
れ

て
お
り
、
自
運
労
や
新
運
転

が
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
運
輸
の
労

供
労
働
者
は
会
社
に
直
雇
用

さ
れ
て
お
り
、
偽
装
労
働
者

供
給
事
業
で
す
。
協
定
賃
金

が
支
払
わ
れ
ず
、
ピ
ン
は
ね

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

疑
問
を
感
じ
た
労
働
者
が
会

社
側
に
質
し
た
こ
と
に
端
を

発
し
、
自
治
労
組
合
員
排
除

昭和運輸不当解雇撤回
闘争支援共闘会議結成



４

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2016 年１月

　

１
月
４
日
、

国
会
前
に
４
千

人
が
集
ま
り
、

戦
争
法
廃
止
へ

向
け
た
新
年
の

取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

翌
５
日
は
、

今
年
夏
の
参
議

院
選
挙
に
お
け

る
野
党
共
闘
の

実
現
を
求
め
て

　

12
月
５

日
、「
フ
ク

シ
マ
を
忘
れ

る
な
！
さ
よ

う
な
ら
原
発

講
演
会
」
が

大
気
汚
染
の
実
情
や
小
児
甲
状
腺

が
ん
の
多
発
が
意
図
的
に
隠
さ
れ

て
い
る
」
と
、
政
府
や
福
島
県
当

局
を
批
判
し
、
福
島
県
か
ら
の
自

主
避
難
者
は
、「
自
主
避
難
者
へ

の
住
宅
無
償
提
供
打
ち
切
り
な
ど
、

避
難
す
る
権
利
が
奪
わ
れ
て
い
る
」

実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
原
発
再
稼
働
を

推
し
進
め
て
い
ま
す
。
福
島
の
実

態
は
、
原
発
と
人
間
の
共
存
は
あ

り
得
な
い
こ
と
を
警
告
し
て
い
ま

す
。
原
発
の
な
い
未
来
を
！

　

安
倍
政
権
の
暴
走
は
、
安
保
法
制
の
強
行
と
い

う
平
和
と
立
憲
主
義
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
労

働
法
制
の
改
悪
な
ど
働
く
も
の
の
権
利
を
な
い
が

し
ろ
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年
金
積
立
金
の
運
用

変
更
、
介
護
・
障
害
福
祉
報
酬
の
引
き
下
げ
な

ど
に
よ
り
、
社
会
保
障
は
危
機
に
向
か
い
つつ
あ
り

ま
す
。
地
域
医
療
・
介
護
・
年
金
を
守
り
、
持

続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
に
、
政
治
の
流
れ
と

予
算
の
使
い
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
参
議
院
選
挙
は
、
国
民
の
尊
厳
よ
り

も
国
家
優
先
と
い
う
政
治
の
流
れ
を
断
つ
、
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
立
憲
主

義
と
民
主
主
義
を
守
り
、
政
治
を
国
民
の
手
に

取
り
戻
す
た
め
、
ま
た
、
自
治
労
運
動
の
前
進

の
た
め
、
何
と
し
て
も
勝
ち
抜
く
決
意
で
す
。

　

最
後
に
、
退
職
者
会
の
諸
先
輩
、
ご
家
族
の

皆
さ
ま
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

政
治
を
国
民
の
手
に

取
り
戻
そ
う

　安倍政権の暴走は、安保法制の強行という平和と立憲主義の問題に止まらず、
労働法制の改悪など働くものの権利をないがしろにしました。また、年金積立金
の運用変更、介護・障害福祉報酬の引き下げなどにより、社会保障は危機に向
かいつつあります。地域医療・介護・年金を守り、持続可能な制度とするために、
政治の流れと予算の使い方を変えなければなりません。
　今年の参議院選挙は、国民の尊厳よりも国家優先という政治の流れを断つ、
最後のチャンスになるかもしれません。立憲主義と民主主義を守り、政治を国民
の手に取り戻すため、また、自治労運動の前進のため、何としても勝ち抜く決意です。
　最後に、退職者会の諸先輩、ご家族の皆さま方の益 の々ご健勝を祈念いたします。

政治を国民の手に
取り戻そう

参議院議員　江崎　孝

参
議
院
議
員

　
　

江
崎　

孝

フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
る
な
！

被
災
者
・
避
難
者
・
労
働
者
が

福
島
の
実
態
を
厳
し
く
追
及

安倍政治を許さない！

学
生
・
有
識
者
・
市
民
有
志
が
結

成
し
た
「
安
保
法
制
の
廃
止
と
立

憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
連

合
」
主
催
の
街
頭
宣
伝
が
行
わ
れ
、

新
宿
駅
前
は
、
参
加
し
た
５
千
人

に
よ
り
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
法
廃
止
・
安
倍
内
閣
退
陣

を
求
め
る
動
き
は
確
実
に
広
ま
っ

て
い
ま
す
。
毎
月
19
日
に
は
国
会

前
で
抗
議
集
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
！
」
の

声
を
更
に
大
き
く
し
ま
し
よ
う
。

日
本
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、
被

災
者
・
避
難
者
と
被
曝
労
働
者
等

が
「
原
発
事
故
が
な
か
っ
た
こ
と

に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
、

危
機
感
を
訴
え
ま
し
た
。

　

被
災
者
は
、「
福
島
で
は
復
興
情

報
ば
か
り
が
報
じ
ら
れ
、
土
壌
・


